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青
島
小
学
校
を
閉
校
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私
た
ち
の
暮
し
は
物
質
的
に
は
大
変

豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
戦
時
中
、
物
資

不
足
時
代
を
体
験
し
た
も
の
は
夢
の
よ

う
な
こ
と
で
す
@
今
は
そ
の
反
面
交
通

災
害
や
環
境
汚
染
、
媛
か
い
人
間
性
の

う
す
れ
な
ど
、
豊
か
な
生
活

を
妨
げ
る
要
因
も
多
く
な
り
れ
ツ

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
今
は
資
/
¥

源
の
問
題
も
深
刻
と
な
り
経
、
、
ャ
フ

済
優
先
か
ら
心
と
物
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

h
u
γ

る
新
し
い
時
代
と
変
わ
り
ま
し
た
。
豊
か
出
ー

な
生
活
を
築
く
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
身
就
か
り

近
か
な
問
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
行
か
い
広

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
@
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
マ
匂
払
柵

動
の
拠
点
と
な
る
公
民
館
、
集
会
所
の
施
日
J

M

F

設
整
備
が
各
地
域
に
行
き
届
き
、
読
書
活
日

J
6
~

動
、
研
修
活
動
、
年
中
行
事
、
環
境
整
備
活
動
、
体

育
活
動
に
と
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
。
八
幡
浜
県
事
務
所
管
内
懇
談
会
に
出
席
し

て
感
じ
た
こ
と
は
、
他
地
区
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
面
で

当
町
は
身
の
回
り
行
政
が
行
き
届
き
、
ま
た
公
民
館

を
中
心
と
し
た
社
会
教
育
、
生
活
改
善
運
動
コ
ミ
ユ

議著者

登壇

審麓璽語認覇軍覇電車覇軍富量輸醐醐曜護措臨時間緬蕗掴霊璽璽

ニ
テ
ィ

i
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
乙
と
を
誇

ら
し
く
患
い
ま
し
た
。
物
価
高
や
物
不
足
に
よ
っ
て

生
活
の
あ
り
方
が
聞
い
直
さ
れ
て
い
る
と
き
だ
け
に

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
ゃ
、
地
域
社
会
の
連
帯
感
が

再
認
さ
れ
て
き
ま
し
た
@
地
域
の
美
化
清
掃
活
動

や
町
民
の
融
和
と
健
康
ゃ
つ
く
り
の
た
め
開
か
れ
た

男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

子江米

(57歳)

沖浦・無職

堀

大
会
な
ど
家
族
そ
ろ
っ
て
の
応
援
、
ま
た
、
各
部

落
か
ら
郷
土
芸
能
を
も
ち
よ
り
長
中
校
庭
で
関
か

れ
た
芸
能
祭
等
々
、
金
と
物
に
ふ
り
ま
わ
さ
れ
、
と

げ
と
げ
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
世
の
中
に
、
す
た
れ
つ

つ
あ
る
郷
土
芸
能
や
、
普
か
ら
伝
わ
る
風
俗
、
風
習
、

文
化
活
動
な
ど
良
い
も
の
は
、
い
つ
ま
で
も
残
し

伝
え
、
人
情
豊
か
な
町
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
も
の

これが「太陽の動き自動記録装置」

…県児童生徒発明くふう展で知事賞…

で
す
。
三
世
代
の
集
い
の
会
合
で
あ
る
ご
老
人
が

一
家
円
満
の
元
は
、
「
い
た
わ
り
合
う
心
と
感
謝

す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
物
に

対
し
、
人
に
対
し
、
ま
っ
た
く
そ
の
言
葉
に
つ
き

る
と
思
い
ま
し
た
。
親
子
近
隣
こ
の
心
が
あ
れ
ば

断
絶
も
疎
外
感
も
な
く
、
ま
た
、
物
資
も
大
切

に
、
明
る
い
家
庭
と
っ
く
り
、
地
域
づ
く
り
が
で
き

る
と
思
い
ま
し
た
@
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
来
物
を
大

切
に
使
う
こ
と
が
叫
ば
れ
始
め
ま
し
た
が
、
資
源

の
な
い
我
が
国
で
は
当
然
な
乙
と
で
す
。
物
の
心

を
知
っ
た
節
約
運
動
と
し
て
、
ふ
ろ
し
き
運
動

ゃ
、
消
費
節
約
交
換
会
な
ど
、
賢
明
な
消
費
活
動

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
な
お
地
域
に
住
む

人
々
が
、
自
ら
の
手
で
よ
り
良
い
地
域
に
し
よ
う

と
い
う
意
欲
を
も
り
た
て
る
こ
と
が
、
課
題
と
思

い
ま
す
。
具
体
的
な
こ
と
が
ら
を
取
り
上
げ
、
計

画
、
実
行
、
反
省
、
計
画
の
繰
返
し
で
実
績
を
上

げ
、
連
帯
感
あ
る
人
間
関
係
を
つ
く
り
、
明
る
い

地
域
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
た
い
も
の
で
す
@

(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
リ
ポ
ー
タ
ー
)

す
で
に
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
ご
承
知
と
思
い
ま
す
が
、
こ
と
し
の
愛
媛
県
児
童
生
徒
発

明
く
ふ
う
展
(
県
、
県
教
委
、
発
明
協
会
県
支
部
主
催
)
に
出
品
し
た
長
浜
小
学
校
六

年
、
蒲
生
逮
佳
、
川
田
宏
、
新
江
明
の
三
君
の
作
っ
た
「
太
陽
の
動
き
自
動
記
録
装
置

(
写
真
)
」
が
み
ご
と
最
高
賞
「
知
事
賞
」
に
入
賞
し
ま
し
た
。
小
、
中
合
わ
せ
て
二

十
九
校
百
二
十
九
点
の
中
で
の
知
事
賞
一
点
わ
が
校
に
あ
り
と
い
う
と
乙
ろ
。

理
科
専
科
担
任
・
味
村
真
祐
先
生
の
指
導
の
も
と
三
君
の
作
っ

た
「
太
陽
の
動
き
自
動
記
録
装
置
」
は
太
陽
の
高
度
変
化
を
自
動

的
に
記
録
で
き
る
よ
う
に
し
た
作
品
。
同
校
で
は
乙
れ
ま
で
五
、

六
年
生
の
理
科
の
観
察
活
動
で
毎
日
一
時
間
ご
と
の
太
陽
の
動
き

を
測
っ
て
い
ま
し
た
が
、
授
業
中
な
ど
う
っ
か
り
忘
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
、
な
か
な
か
き
ち
ん
と
測
る
の
が
む
つ
か
し
い
乙
と

か
ら
、
な
ん
と
か
で
き
な
い
も
の
か
と
み
ん
な
で
相
談
、
乙
れ
ま

で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
応
用
し
て
作
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

実
物
を
見
な
い
と
よ
く
わ
か
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
台

に
磁
石
を
取
り
つ
げ
て
南
北
に
固
定
し
、
ど
ん
な
場
所
で
も
台
が

水
平
に
な
る
よ
う
に
水
に
浮
し
て
い
る
点
と
、
太
陽
の
光
線
が
一

つ
の
穴
だ
け
か
ら
入
る
よ
う
な
っ
て
い
る
の
が
く
ふ
う
の
見
せ
ど

こ
ろ
の
よ
ゆ
っ
。

喜びの(左から)蒲生、川園、新江の3君

役
場
に
届
出
必
要

交
還
事
故
e

傷
害
で

国
保
を
使
う
場
合

J司自国11'"闇ui目隠-"11

国
民
健
康
保
険

の
加
入
者
が
交
通

事
故
に
あ
っ
た
り

あ
る
い
は
暴
行
な

ど
で
傷
害
を
受
け

た
際
に
国
民
健
康

保
険
を
使
っ
て
治

療
を
受
け
る
場
合

は
、
必
ず
役
場
の

国
民
健
康
保
険
係
に

そ
の
旨
を
す
み
や
か
に
連
絡
し
、
さ
ら

に
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
(
役

場
に
届
用
紙
あ
り
)
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
ご
存
知

で
す
か
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要

か
と
い
う
と
、
交
通
事
故
や
傷
害
事
件

の
場
合
の
医
療
費
は
加
害
者
が
支
払
う

の
が
た
て
ま
え
の
も
の
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
通
常
は
ひ
と
ま
ず
は
被
害

者
の
保
険
で
治
療
さ
れ
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
被
害
者
が
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
場
合
で
す
と
加
害
者
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
医
療
費
を
国
民
健
康

保
険
が
一
時
的
に
代
わ
っ
て
支
払
う
こ

と
に
な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
は
、
あ
と
で
そ
の
医
療
費
を
被
害

者
に
代
っ
て
加
害
者
に
請
求
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

で
す
か
ら
、
次
の
よ
う
な
場
合
も
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
相
手
方
と
示
談
の
話
し
合
い
を
進

め
る
場
合
も
、
ま
ず
は
役
場
の
国
民
健

康
保
険
係
に
そ
の
旨
を
届
け
出
、
そ
れ

よ
り
前
に
は
絶
対
に
示
談
を
結
ば
な
い

よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
示
談
を
結
ぶ
場
合
は
、
示
談

条
件
の
中
に
、
国
保
医
療
費
は
全
額
加

害
者
負
担
と
い
う
条
項
を
は
っ
き
り
示

し
て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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議
長
に
山
下
百

入
(
「
議
会
で
は
池
田
登
氏
か
ら
議
長
辞

任
願
い
、
矢
野
一
夫
氏
か
ら
副
議
長
辞

任
願
い
の
申
し
出
が
あ
っ
た
た
め
、
同

会
で
は
こ
れ
を
追
加
議
案
と
し
て
取
り

上
げ
審
議
、
許
可
す
る
こ
と
を
可
決
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
た
だ
ち
に
新
し

い
議
長
、
副
議
長
を
選
ぶ
選
挙
が
行
わ

れ
た
結
果
、
議
員
歴
十
二
年
七
か
月
の

山
下
清
雄
氏
(
六
一
)
が
二
十
回
一
市
の

う
ち
十
三
一
票
一
を
獲
得
し
て
議
長
に
、
ま i議 i

A、
ヱ三 E 

第3固定例会

長
浜
町
議
会
第
三
回
定
例
会
は
、
十
月

十
七
日
、
長
浜
町
体
育
館
で
開
か
れ
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
上
程
さ
れ
た
十
五
の

議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
議
会
で
は
一
般
質
問
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
議
長
、
副
議
長
の
改
選
が
行

わ
れ
る
と
と
も
に
常
任
委
員
ほ
か
各
一
委
員

の
構
成
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
可
決
さ
れ

た
こ
と
、
一
般
質
問
の
う
ち
、
お
も
な
も

の
の
内
容
は
次
の
通
り
。

副
は
宮
本
氏

た
、
議
員
歴
八
年
七

か
月
の
宮
本
数
美
氏

(
ム
ハ

O
)
が
十
七
票
(
棄
権
一
二
)
の
う

ち
十
四
票
を
獲
得
し
て
副
議
長
ピ
選
ば

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
な
と
各
委
員
の
構

成
替
え
も
行
わ
れ
、
左
表
の
通
り
決
ま

り
ま
し
た
。

町
道
改
良
費
な
ど
針

四
千
九
百
万
円
補
正
唯

宮本副議長

今
年
度
一
般
会
計

予
算
に
専
決
処
分
に

よ
る
補
正
分
も
含
め

て
四
千
九
百
万
四
千

円
が
補
正
さ
れ
ま
し

菊
地
満
男

村
本
武
則

大
本
春
明

池
田

た
o

お
も
な
使
い
み
ち
は

J
t旭日

穂
積
の
大
久
保
橋
、
町
道
府
駅
坂
線
、

町
道
出
石
郷
の
峠
線
改
良
工
事
請
負
費

千
百
二
十
二
万
円
。
大
洲
広
域
消
防
事

務
組
合
長
浜
支
署
改
築
費
五
百
五
万

円
。
喜
多
灘
漁
港
防
波
堤
嵩
上
げ
工
事

誌
負
費
百
六
十
万
円
。
下
村
、
沖
浦
地

区
治
山
事
業
費
百
四
十
五
万
九
千
円
。

櫛
生
河
原
地
区
下
水
改
良
費
百
四
十
四

万
円
。
過
年
度
公
共
土
木
施
設
災
害
復

旧
費
の
増
額
分
百
四
十
四
万
六
千
円
。

ム
「
坊
農
道
1
号
お
よ
び

2
号
線
の
過
年

度
分
災
害
復
旧
費
五
十
九
万
六
千
円
。

町
誌
印
刷
製
本
費
四
十
三
万
円
。
長
中

創
立
十
周
年
事
業
費
(
報
償
費
)
二
十
万

円
。
町
民

の
広
場
補

修
費
十
万

円
。
県
営

工
事
負
担

金
千
八
百

万
一
千
円

大
洲
喜
多

衛
生
事
務

組
合
負
担

金
不
足
分

二
百
十
一

口

髄

質

問

口

今
議
会
の
一
般
質
問
で
は
、
塚
木
弘

基
氏
が
次
の
二
件
の
質
問
を
行
っ
た

ほ
か
、
新
盛
己
氏
が
質
問
を
行
い
ま
し

た。

登

塚
木
議
員
:
・
松
喰
虫
の
侵
食
、
海
岸

地
先
の
海
藻
の
減
少
は
大
気
や
水
質
汚

染
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

各
地
方
自
治
体
や
県
固
と
密
接
に
連

係
し
て
、
乙
の
問
題
を
究
明
し
積
極
的

に
取
組
む
考
え
は
な
い
か
。

菊
地
町
長
:
・
広
域
的
な
視
野
に
立
っ

て
国
や
県
、
他
町
村
と
も
連
絡
を
密
に

環

境

汚

染

防

ど

の

よ

う

に

11::. 

万
四
千
円
。
出
海
農
道
お
よ
び
農
道
舗

装
負
担
金
百
七
十
一
万
四
千
円
。
ほ
か

魚
礁
設
置
費
二
百
三
十
九
万
円
な
と
減

額
補
正
。

過

疎

地

域

振

興

計

画

の

一

部

を

変

更

建設が進められている公営住宅
(小浦)

長
浜
町
の
過
疎
地
域
振
興
五
か
年
計

耐
の
一
部
が
変
更
さ
れ
、
次
の
三
つ

ω

新
開
事
業
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

①
出
海
の
町
道
区
坂
線
改
良
事
業

(
延
長
四
百
三
十
汎
・
幅
員
二
・
五
叩
川
)

③
須
沢
込
の
奥
線
改
良
事
業
(
延
長
五

百
汎
幅
員
四
机
)
③
公
営
住
宅
新
築

事
業
(
中
高
層
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四

階
建
て
十
六
一
円
白
小
浦
団
地
)

一総

O
城
一
戸
間
政
雄

O
平
井
豊
秋

「

|

|

一

宮

泰

忠

大

成

淳

一
文
教
厚
生
一

O
西

宮

正

幸

O
頼
永
一
夫
山
下
清
雄

「

|

!

|

|

一

塚

木

弘

基

新

盛

己

堤

正

和

一
産
業
建
設
一

O
山

本

蒸

O
浦

田

定

宮

本

数

美

一

一

矢

野

一

男

二

宮

義

徳

桜

田

和

夫

。
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長

住
宅
、
漁
港
な
ど
の
請
白
、

契
約
の
締
結
を
承
認

昭
和
五
十
年
度
に
行
う
工
事
の
請

負
契
約
を
次
の
通
り
締
結
す
る
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

マ
小
浦
団
地
へ
の
公
営
住
宅
十
六

戸
(
中
高
層
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
)
の
建
設
工
事
を
六
千
六
百
五
十

し
て
い
く
と
と
も
に
、
環
境
整
備
連
絡

協
議
会
で
、
騒
音
、
悪
臭
問
題
も
合
わ

せ
て
取
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
必
喰

虫
の
侵
食
防
除
は
、
大
洲
喜
多
郡
管

内
を
一
グ
ル
ー
プ
と
す
る
協
議
会
を
発

足
さ
せ
て
県
と
合
議
し
な
ら
進
め
て
い

ス
v

。教
員
配
置
に
対
す
る

町
教
委
の
姿
勢
は

塚
木
議
国
民
・
・
出
海
中
学
校
の
教
員
数

は
四
月
の
異
動
で
、
六
人
と
な
り
、
こ

の
ま
ま
で
は
生
徒
の
勉
強
に
も
支
障
が

出
て
く
る
。
町
当
局
は
こ
の
事
実
を
ど

の
よ
う
に
受
け
取
め
て
い
る
か
。

菊
地
町
長

i
教
育
委
員
会
の
よ
う
な

特
別
機
関
へ
政
治
が
介
入
す
る
こ
と
は

万
円
で
長
浜
の
株
式
会
げ
門
田
組
と
マ

町
道
須
沢
込
の
奥
線
改
良
工
事
を
千
五

百
万
円
で
須
沢
の
有
限
会
社
一
口
問
屋
建
設

と
マ
喜
多
瀧
漁
港
改
修
工
事
を
二
千
八

十
六
万
円
で
長
浜
の
有
限
会
社
長
浜
建

設
と
マ
沖
浦
漁
港
改
修
工
事
を
千
三
百

八
十
万
円
で
大
洲
市
の
株
式
会
社
西
田

興
産
と
。

長
浜
港
湾
一
部
壊
立
て

異
議
の
な
い
旨
を
答
申

昭
和
五
十
年
十
月
三
日
付
で
、
愛
媛

県
知
事
か
ら
長
浜
港
湾
整
備
五
か
年
計

耐
に
と
も
な
い
大
字
黒
田
字
築
地
甲
六

一
七

t
一
一
番
地
地
先
に
位
置
す
る
長

浜
港
湾
内
の
公
有
水
面
の
一
部
を
船
揚

場
に
築
造
す
る
た
め
埋
立
て
る
こ
と
に

つ
い
て
町
長
の
意
見
が
求
め
ら
れ
た
た

め
、
町
長
は
「
長
浜
港
の
公
有
水
面
埋

立
計
聞
は
適
正
な
も

ω
で
あ
り
、
異
議

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
申
す
る
こ
と
で

は
か
っ
た
結
果
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
桜
田
氏

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
監
査
委
員
で

あ
っ
た
二
宮
義
徳
氏
が
、
こ
と
し
十
月

十
七
日
付
で
同
委
員
を
退
職
。
後
任
委

員
に
桜
田
和
夫
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

許
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
将
来
の
長
浜
、
日
本
を
背
負
っ
て

立
つ
大
切
な
子
ど
も
の
教
育
の
場
だ
か

ら
慎
重
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

菊
地
教
育
委
員
長

i
教
員
の
人
事
に

つ
い
て
は
教
育
長
を
中
心
に
努
力
し
て

お
り
、
他
市
町
村
人
事
に
比
較
し
て
ヒ

ケ
は
と
ら
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。
出

海
中
学
校
に
つ
い
て
は
町
長
と
同
じ
考

え
ぞ
も
っ
て
い
る
。

小
泉
教
育
長
:
(
出
海
中
の
教
員
二

人
減
を
具
体
的
に
説
明
し
た
あ
と
)
長

浜
町
会
町
の
教
育
の
た
め
に
全
力
を
傾

注
し
、
人
事
行
政
に
つ
い
て
も
最
善
を

尽
し
て
い
る
つ
も
り
で
い
る
。
出
海
中

学
校
の
教
育
に
つ
い
て
も
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
今
後
と
も
努
力
を
傾
む
け
て

い
き
た
い
。



上

年
を

道
世
長
浜
町
長

書司

地

長
浜
町
の
上
水
道
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
五

十
年
、
最
初
に
こ
の
水
道
の
水
で
産
、
湯
を
使

っ
て
育
て
ら
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
も
今
は
五
十
歳

の
働
き
盛
り
、
智
吉
山
盛
り
の
時
代
を
迎
え
て

お
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。

当
時
宇
和
島
市
に
つ
い
で

県

下

で

二

番

目

の

上

水

道

と

九

忍

ω

あ

っ

て

広

く

世

間

の

注

目

を

恥

や

お

あ
つ
め
て
い
た
乙
ろ
は
ま
た

J
、
¥
ぬ

木
材
の
町
と
し
て
港
長
浜
花
、
必
町
内

盛
り
の
時
期
で
も
あ
り
ま
し

た
@
乙
の
半
世
紀
の
聞
に
栄
枯
盛
一
投
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
の
で
き
ご
と
が
起
乙
り
ま
し
た
。

鉄
道
開
通
、
大
橋
の
架
橋
、
第
二
次
世
界
大

戦
、
町
村
合
併
、
そ
し
て
臨
海
工
業
の
開

発
、
歴
史
は
ま
こ
と
に
千
変
万
化
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
人
間
の
生
活
に
一
日
半
日

た
り
と
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
用
水
は
、
こ
の
間
黙
々
と

ダ
ム
に
深
り
地
下
を
く
ぐ
り
抜

け
、
ろ
過
や
薬
品
で
浄
化
さ
れ

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
納
い
枝
に
分
か
れ
て
各

家
庭
に
入
り
、
そ
れ
こ
そ
こ
と
ば
通
り
命
の
泉

と
な
り
続
け
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
こ
と

に
あ
り
が
た
い
と
と
で
あ
っ
た
と
感
謝
を
せ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

合
併
後
町
の
区
域
は
大
き
な
広

μ

河川崎
i

が
り
を
持
ち
ま
し
た
。
水
道
も

F
¥
(

ま
た
、
そ
の
企
戸
給
水
を
目
ざ

認
に
判

¥
4
1
2

し
て
年
々
休
む
こ
と
な
く
そ
の

も
川
ゃ
、
拡
張
を
は
か
つ
て
お
り
ま
す
。

宅

世

の

中

が

い

か

に

変

わ

ろ

う

と

も
、
清
ら
か
な
水
を
絶
え
間
な
く
送
り
続
け
る

こ
と
こ
そ
水
道
本
来
の
使
命
で
あ
る
と
同
時

に
、
政
治
行
政
の
面
目
も
ま
た
、
か
く
の
ご
と

く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
、
五
十
周
年
を
迎
え
て

つ
く
づ
く
考
え
る
し
だ
い
で
あ
り
ま
す
。

え
て

嘉

主主

じ
ゃ
口
を
ひ
ね
れ
ば
ほ
と
ば
し
り
出

る
水
。
こ
の
よ
う
な
水
道
施
設
が
私
た

ち
の
町
に
初
め
て
で
き
、
給
水
を
開
始

し
た
の
は
大
正
十
五
年
十
一
月
一
日
で

し
た
。
当
時
は
旧
長
浜
町
だ
け
が
対
象

と
さ
れ
敷
設
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
以

来
五
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
考
え
よ
う

に
よ
っ
て
は
長
い
年
月
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
今
日
で
は
山
間
地
域
に
も
簡
易

水
道
、
飲
料
水
供
給
施
設
と
い
う
名

称
で
町
設
置
の
水
道
施
設
が
整
ぃ
、

五
十
周
年
の
年
で
あ
る
こ
と
し
の
四

月
一
日
現
在
の
町
設
置
の
施
設
に
よ

る
給
水
人
口
は
一
万
一
千
三
百
九
十

六
人
で
八
二
@
一
九

Mm
の
一
普
及
率
と
な

り
、
残
る
一
七
@
八
一
銘
が
い
わ
ゆ
る

私
的
水
道
施
設
あ
る
い
は
井
戸
、
谷
川

水
の
汲
み
取
り
な
ど
で
ま
か
な
っ
て
い

る
現
状
で
す
。
そ
の
一
七
8

八
一
絡
に

該
当
す
る
と
こ
ろ
は
今
坊
の
峯
今
坊
、

松
の
久
保
、
橋
立
の
一
部
、
無
事
喜

地
。
黒
田
の
大
成
。
櫛
生
。
下
須
成
の

下
平
の
一
部
c

穂
積
の
一
部
、
穂
積
の
一

大
久
保
。
大
越
。
豊
茂
の

刈
屋
、
犬
上
、
明
東
地
、

楠
の
木
、
谷
上
の
一
部
、

別
府
、
臭
、
桜
o

柴
の
都

梅
、
名
ノ
城
、
柴
大
越
、

日
の
浦
の
一
部
、
中
の
一

部
。
戒
川
の
大
平
、
叶

松
、
樫
谷
、
石
堂
、
一
/

湖
、
豆
柳
O

L

宵
島
。
!
以

上
の
地
区
の
ん
口
わ
せ
て
六

百
四
十
三
山
帯
二
千
四
百

四
十
九
人
と
そ
の
他
二
十

人
の
計
二
千
四
百
六
十
九

人
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
つ

い
て
は
と
く
に
水
質
管
理

に
問
題
が
あ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た

っ
て
改
者
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
町
設
置
の

水
道
施
設
分
だ
け
に
つ
い

て
み
て
も
、
現
在
私
た
ち

は
生
活
用
水
お
よ
び
一
般

産
業
用
水
に
最
大
の
場
合

で
一
日
四
千
二
百
八
ゾ

(
ド
ラ
ム
カ
ン
に
二
万
一
千

四
十
本
分
)
も
の
水
を
使

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
一

ト
ノ
の
水
を
家
庭
に
届
け
る

の
に
か
か
る
費
用
(
上
水

道
給
水
原
価
)
は
四
十
九

年
度
分
で
五
十
五
円
四
十

五
銭
、
一
日
分
だ
と
二
十
三
万
三
千
三

百
三
十
三
円
六
十
銭
。
こ
れ
を
年
間
に
換

算
す
る
と
使
用
水
量
は
百
五
十
三
万
五

千
九
百
二
十
ト
ノ
(
ド
ラ
ム
カ
ン
七
百
六

十
七
万
九
千
六
百
本
分
)
も
の
量
に
な

り
、
給
水
費
用
原
価
は
八
千
五
百
十
六

万
六
千
七
百
六
十
四
円
。
乙
ん
な
小
さ
い

町
で
も
こ
ん
な
に
膨
大
な
水
と
経
費
を
使

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
?
と
は

一
一
己
つ
で
も
主
な
水
源
と
し
て
い
る
肱
川

の
流
水
量
は
一
白
二
百
十
九
万
四
百
六

十
七
ト
〆
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
今
の

{争ノjく
減薗長誤上水道配管図

〈図説〉

①=肱川7J<.j原
②=幸口水j原i也(今上方)
③=新長浜浄水揚
完全自動化
ノーマルコントロール

①の水源のみで全町へ配水で
きる。

⑧=旧長浜j争ノj<.i也
①の水源に支障をきたした場
合の補助

時
点
で
は
十
二
分
に
余
力
は
あ
る
見
通

し
で
す
が
、
し
か
し
、
わ
ず
か
で
も
範

問
を
広
げ
よ
う
も
の
な
ら
す
ぐ
そ
ば
で

南
予
水
資
源
開
発
の
問
題
が
大
き
く
横

た
わ
っ
て
い
た
り
、
夏
季
と
も
な
れ
ば

至
る
と
こ
ろ
で
水
不
足
が
訴
え
ら
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
土
日
「
水
を
治
む
る
者
は
国
を
治

む
る
」
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
ま
し
た

が
、
今
も
そ
の
価
値
に
変
わ
り
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
豊
か
な
町
、
つ
く
り

の
一
つ
に
産
業
の
発
展
が
あ
り
ま
す
が

こ
れ
を
は
か
る
上
で
も
水
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
晴
海
団
地
に
送
っ
て
い
る
工
業

用
水
は
日
量
二
千

1
=
一
千
ト
ン
。
水
が
あ

れ
ば
こ
そ
昭
和
サ
ボ
ア
工
場
も
農
協
加

工
島
も
操
業
が
で
き
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
水
は
豊
か
な
町
づ
く
り

の
た
め
に
さ
ら
に
ま
す
ま
す
重
要
性
を

同
情
し
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
誰
も
が

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
水
を
手
軽
に
利

用
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
機
会

に
私
た
ち
と
水
の
関
係
を
も
う
一
度
考

え
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
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当時の|日長浜町と共同用水位量(上田高生さん説明!とよる)

/' 
F〆

。
「
長
一
浜
に
は
嫁
に
や
る
な
し
と
い
う

こ
'
ど
は
が
あ
り
ま
し
て
、
長
浜
へ
行
く

と
水
、
汲
み
、
た
さ
ぎ
取
り
を
や
ち
さ
れ

る
か
ら
一
生
苦
労
す
る
。
ま
た
「
長
浜

へ
は
別
績
は
や
る
な
」
と
い
う
こ
と
ば

も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
別
損
と
は
、

か
弱
く
て
、
き
れ
い
で
、
教
養
が
あ
勺

て
!
と
い
う
タ
イ
プ
で
す
か
ち
a

長
浜

へ
乙
の
よ
う
な
別
績
を
も
ら
つ
で
も
生

活
が
で
き
ん
、
だ
か
ら
別
耐
を
嫁
に
も

ら
お
う
と
思
っ
た
ち
円
、
水
、
汲
み
な
ど
せ

ん
で
も
よ
い
中
玩
以
上
の
家
庭
で
な
い

と
望
め
な
か
っ
た
ほ
ど
。

タ
ゴ
げ
二
か
ん
二
銭
で
水
汲
み
を
商

売
に
し
て
い
る
人
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
旧
長
浜
町
に
は
十
円
一
一
水

の
わ
く
大
井
戸
は
長
浜
小
学
校

の
京
と
紺
屋
町
と
に
あ
っ
た
だ

け
で
他
は
栴
分
会
合
む
も
の
ば

か
り
G

そ
こ
で
水
場
の
谷
か
ら
元
の
住

吉
神
社
の
裏
ヘ
ド
力
、
/
で
水
そ
ひ
き
、

そ
れ
を
分
水
し
て
本
町
通

p
な
刊
戸
一
九
引
に
や

綿とこにも付 税込欝襲撃; る に ;Jぃ、
干有名 ω使出 l，¥ 繍談議採幣 y 五 使ご i!;:
なi高二うるつ 議々議 Iふ 与す労

Z22量:主上田高生 」 32f 
と時間もが男 (76決長浜) 三
調の題相あ な今こ
査西を当り時 く U)
が村何な、 lこがフる時すう まとう、よよ
重町ともこは発ス ζ はるなーし身当Jょう弓
ね長かのれコ生やと、こ潟方ナこに慣くにに
らのム。らレし赤な毎と水、。つが 715ふ L
れもにそのラ雌痢く年かを乙 いおえんて
上とね乙治 J宮、病患腸切ら使の でし J てだ 'l~J
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「
長
浜
に
は
富

信一

holt交
こ
Kし
ヲ
チ
リ
一
つ
ご

-
T
一ゴト

I
L
T
5
l
t
J
ト

ェ

J
1
1一
つ
マ

「
便
利
に
な
っ
た
」
「
溺
り
水
か
出

な
い
)
一
生
水
を
飲
ん
で
も
心
配
な
ハ
こ

と
町
民
の
喜
び
は
ひ
こ
し
れ
で
し
た

が
、
一
部
に
は
水
道
料
の
こ
と
で
「
水

は
天
か
ら
夕
、
タ
で
降
る
も
の
、
金
を
取

る
と
は
こ
れ
げ
か
に
」
と
い
う
人
も
お

り
ま
し
た
。
と
も
か
P
¥
凶
村
町
長
片
山
門

然
流
下
方
式
な
ど
を
採
用
し
て
少
し
で

も
安
く
と
配
慮
、
ほ
と
ん
と
の
人
に
不

服
は
な
く
、
専
用
粍
で
刀
一
円
五
十
銭

共
用
栓
で
月
六
十
銭
(
五
人
以
下
の
家

庭
の
場
合
)
、
営
業
用
月
約
二
円
五
十

誌
で
配
水
を
悶
始
。
ほ
ふ
と
う
に
便
利

に
楽
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
以

後
と
い
う
も
の
、
伝
染
病
の
発
生
は
め

っ
た
に
見
ら
れ
な
く
な
り
、
町
民
一

ω健

康
保
全
、
川
財
政
に
大
き
く
影
響
を
お

よ
ぼ
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ

ん

。

(

当

時

、

上

水

道

工

手

)

「
ピ
だ
い
オ
ケ
」
と
い
っ
て
、
約
問

十
リ
ッ
ト
ル
入
る
オ
ケ
を
前
と
後
に
て

ん
び
ん
棒
で
か
つ
川
で
沼
ぶ
わ
け
で
す

が
、
女
性
に
と
〔
て
は
一
同
が
痛
く
て
や

は
り
重
労
働
で
し
た
。
そ
し
て
、
ど
の

キユ

き
、
井
戸
に
溜
め
て
乞
れ
を

以
み
取
っ
て
い
た
わ
け
で
す

が
、
水
渋
み
を
す
る
姿
は
当

時
の
長
浜
の
生
活
の
象
似
の

よ
う
で
し
た
c

朝
寝
ぼ
う
を

す
る
と
ダ
メ
、

H
m一
り
が
い
削

く
と
ダ
メ
、
大
雨
が
降
る
と
ダ
メ
、
そ

ん
な
と
き
は
大
井

戸
ま
で
汲
み
に
行

32

か
む
ば
な
ら
な
H

u
u
j
d

始
末
で
、
男
も
J

女

ぽ
も
一
一
い
う
に
言
明
プ
バ
ゆ

ウ

ル

I
l
l
1
1

4

問

水

道

が

で

き

た

品
川
乙
ろ
と
い
い
ま
寸

苅
怖
と
、
ー
も
う
ず
い
分

弘
、
苦
の
乙
と
で
納
か

い
こ
と
は
忘
れ
ま
し
た
が

で
も
、
毎
日
毎
日
水
汲
み

を
や
っ
た
こ
と
は
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。
山
口
一
時
は
よ

ほ
ど
の
お
金
持
ち
か
、
体

の
弱
い
人
で
な
い
限
り
は

み
ん
な
水
汲
み
は
欠
か
せ

な
い
円
認
で
し
た
。
と
く

に
朝
は
水

汲

み

行

列

に

な

い

オ

が
で
き
朝

寝
ぼ
う
ミ
ん
ほ
ど
苦
労
す

る
と
い
「
た
ぐ
あ
い
で
し

た
o

私
の
家
な
ど
は
、

朝
寝
ぽ
う
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
制
制
は

円
司
い
雑
す
る
の
を
見
越

L
て

校
に
汲
ん
で
お
り
ま
し
た

金沢

(80歳。長1T:

家
り
も
「
水
ガ
メ
」
と
い
っ
て
水
を
た

め
て
お
く
つ
ぼ
が
椛
コ
二
」
あ
っ
て
こ
こ

に
汲
ん
で
き
た
水
を
矢
め
て
お
き
、
こ

れ
を
炊
事
、
せ
ん
た
く
、
そ
の
と
い

う
ぐ
あ
い
に
う
ま
く
配
分
し
て
伎
肘
す

る
。
で
す
か
ら
自
然
節
水
を
心
が
け
る

よ
う
に
な
っ
て
川
噌
ま
し
だ
。
ま
き
水
は

今
の
よ
う
に
新
し
い
水
を
ま
い
た
り
す

る
こ
と
は
絶
対
に
な
く
、
必
ず
二
民
三

反
使
い
古
し
?
に
ー
も
の
で
し
た
o

洗
だ
/
¥

も
四
、
五
日
に
一
一
川
、
一
週
間
に
一
向
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
や
は
り
今
考
え
る

と
不
潔
で
し
た
ね
。
お
ふ
ろ
は
銭
湯
が

あ
り
ま
し
た
が
、
少
々
杭
分
が
合
ま
れ

て
お
り
、
さ
っ
ぱ
り
し
な
い
ば
か
り
か

今
の
よ
う
に
ふ
ん
だ
ん
に
水
が
使
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
今
は
低
利
に
な
り
A
J

出し

た
。
で
も
、
や
は
り
昔
心
ノ
¥
せ
が
残
り

私
は
ま
~
一
J

水
な
ど
は
使
い
古
!
)
を
使
い

ま
す
が
、
や
は
り
若
い
人
に
法
気
づ
か

れ
な
く
な
勺
た
こ
と
一
り
よ
う
で
す
c

こ
ん
な
に
何
利
に
な
る
と
、
ふ
行
ん

は
な
か
な
か
水
心
大
切
さ
に
気
づ
き
J
B

せ
ん
が
、
た
ま
に
断
水
な
ど
が
あ
る
と

不
便
で
あ
っ
た
背
を
な
つ
川
し
ん
で
い

士
必
ず
ノ
C

。
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本
を
大
切
に
能
お
う長浜小4年

大下大樹

水
に
は
い
ろ
い
ろ
使
い
方
が
あ
る
。

飲
み
水
、
あ
ら
い
け
、
水
ま
き
な
ど
ぜ

ん
ぷ
水
を
使
う
。

水
道
の
水
は
薬
が
入
っ
て
い
て
消
毒

し
て
い
る
の
で
お
金
が
か
か
っ
て
い
る

か
ら
大
事
に
使
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

ぼ
く
の
家
と
い
と
こ
の
家
で
は
水
の

使
い
方
が
ち
が
う
。

い
と
こ
の
家
は
、
米
の
と
ぎ
じ
る
や

食
器
洗
い
に
残
っ
た
水
な
ど
を
花
だ
ん

に
か
け
る
と
い
う
の
に
、
ぼ
く
の
家
で

は
そ
ん
な
水
は
下
水
道
ヘ
ジ
ャ
!
と
流

す
だ
け
だ
。

今
ま
で
の
こ
と
を
思
い
う
か
べ
る
と

ず
い
ぶ
ん
む
だ
な
こ
と
を
し
た
。
こ
の

寸上水道開設50閤年記意@児童生徒作文t>

み
ず
を
た
い
せ
つ
に

h
川
J

年

ま

寸

と
測
も
長
じ、A，刀

わ
た
し
が
、
あ
さ
、
は
を
み
が
く
と

き
、
み
ず
を
だ
し
っ
ぱ
な
し
に
し
で
い

る
と
、
お
か
あ
さ
ん
が
よ
こ
か
ら
さ
っ

と
き
て
み
ず
を
と
め
ま
す
。

ま
た
、
ま
ま
ご
と
で
み
ず
あ
そ
び
を

し
た
あ
と
、
お
み
ず
が
ぼ
と
ぼ
と
と
お

ち
て
い
る
と
「
し
っ
か
り
し
め
な
さ

い
」
と
お
こ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
、
が
っ
乙
う
の
で
あ
ら
い

ば
へ
い
く
と
、
み
ず
が
で
っ
ぱ
な
し
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
と
め
ま
す
。

み
ず
が
な
く
な
っ
た
ら
た
い
へ
ん
で

す
。
ご
は
ん
も
た
べ
ら
れ
な
い
し
、
お

ふ
ろ
に
も
は
い
れ
な
い
し
、
お
せ
ん
た

こ
と
を
思
い
出
す
と
、
す
ぐ
お
母
さ
ん

に
「
こ
れ
か
ら
、
米
の
と
ぎ
じ
る
や
食

器
洗
い
の
残
っ
た
水
は
、
は
ち
植
え
に

か
け
た
ら
:
・
」
と
言
っ
た
。
そ
し
た
ら

寸
ご
め
ん
、
こ
れ
か
ら
や
ら
い
」
と
か

ん
た
ん
に
は
ん
せ
い
も
せ
ず
言
っ
た
。

ぼ
く
は
は
ら
が
た
つ
た
。

水
は
水
道
代
が
い
る
。
今
ま
で
水
を

大
切
に
し
よ
う
と
思
っ
た
ら
大
切
に
で

き
た
は
ず
な
の
に
・
。
今
か
ら
や
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
「
米

の
と
ぎ
じ
る
、
食
器
洗
い
で
残
っ
た
水

植
物
に
か
け
て
よ
」
と
、
ま
た
言
っ
た

よ
く
水
道
の
水
が
ポ
ト
リ
ボ
ト
リ
と

し
ず
く
に
な
っ
て
落
ち
て
い
る
の
を
見

か
け
る
。
た
と
え
し
ず
く
で
も
水
が
も

っ
た
い
な
い
の
で
、
ぼ
く
は
じ
ゃ
口
を

キ
ュ
!
と
き
つ
く
し
め
る
。
そ
し
た
ら

し
ず
く
は
落
ち
な
く
な
る
。

ま
だ
ま
だ
、
ぼ
く
や
ぼ
く
た
ち
の
家

は
水
を
大
切
に
す
る
心
が
け
が
た
り
な

い
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
気
を
つ
け
た
い
。

く
も
で
き
ま
せ
ん
。

あ
お
し
ま
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ

た
し
た
ち
よ
り
も
っ
と
み
ず
を
た
い
せ

つ
に
し
ま
す
。
そ
れ
は
い
と
み
ず
な
の

で
、
あ
め
が
ふ
ら
な
い
と
お
み
ず
が
な

く
な
る
か
ら
で
す
。

わ
た
し
も
、
み
ず
を
む
だ
に
つ
か
わ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
お
も
い
け
ま
す
o

p
b
h
r
'
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長浜小 6年

西川早苗

私
た
ち
は
今
、
た
く
さ
ん
の
水
を
使

っ
て
生
活
し
て
い
る
。
で
も
、
そ
ん
な

に
む
だ
使
い
を
し
て
も
い
い
の
だ
ろ
う

h

。

ふハ
N

私
た
ち
の
町
は
、
ま
だ
た
く
さ
ん
の

水
が
出
る
。
し
か
し
、
ほ
か
の
町
で
は

出
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
o

食
器
洗
い
の
す
す
ぎ
の
と
き
、
母
は

水
を
出
し
っ
ぱ
な
し
で
す
る
。
そ
れ
を

み
て
「
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
な
あ
」

と
思
う
。

水
の
出
な
い
町
に
く
ら
べ
、
私
た
ち

は
ほ
ん
と
う
に
し
あ
わ
せ
だ
と
思
う
。

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
よ
く

あ
る
が
、
水
に
は
か
ぎ
り
が
あ
る
。
水

が
山
山
つ
き
た
と
き
は
、
ど
う
な
る
だ
ろ

う
か
。
き
っ
と
み
ん
な
生
き
て
い
け
な

く
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
の
み
物
は

な
い
。
ご
は
ん
も
食
べ
ら
れ
な
い
。
そ

ん
な
と
き
に
人
間
は
こ
う
考
え
る
だ
ろ

う
。
「
水
を
も
っ
と
た
い
せ
つ
に
使
え

ば
よ
か
っ
た
」
と
。

で
も
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ

う
。
私
ピ
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ

と
に
な
っ
た
ら
た
い
へ
ん
だ
。
そ
ん
な

こ
と
に
な
ら
な
い
に
は
、
第
一
に
水
の

む
だ
使
い
を
し
な
い
こ
と
だ
。
食
器
洗

い
の
と
き
も
ど
う
に
か
く
ふ
う
し
て
み

た
い
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
は
、
水
を
た
い
せ
つ
に
使

し
ヤ
マ
つ
ん
}
田
品
っ
ム
ん
。

レハ「J

道

長浜小3年

塩原 健

い
っ
た
っ
た
か
、
水
道
工
事
を
す
る

の
だ
と
い
っ
て
水
道
の
水
が
出
な
く
な

っ
た
日
が
あ
り
ま
し
た
。
て
い
電
だ
つ

で
あ
る
ん
だ
か
ら
、
水
の
出
な
い
こ
と

も
あ
る
と
、
ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。

お
か
あ
さ
ん
は
、
水
が
出
な
く
な
る

と
い
っ
て
、
い
そ
い
で
せ
ん
た
く
を
し

た
り
、
ご
は
ん
の
用
意
を
す
る
水
の
く

み
お
き
を
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
。
お
ふ

ろ
に
も
い
っ
ぱ
い
水
を
入
れ
ま
し
た
。

で
も
、
ぼ
く
は
水
が
出
な
く
な
っ
た

と
き
、
こ
ん
な
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。

出 のなてつもらさの水 i 
しぼほいもてのずい大ぶ lこ 2 亀た間る水合多掘固ら 始 了準広定翌 本 L し「のし 終
てくうだ地しはにごげその i 修 ~1 0 か。。わくりいれ路。午。情報。朝午管たた電現てOべて作了午七
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そ小大うのうんんはかにま J開り煙、る全圧いりむ作石は 八 と修係時十らち気の付ま地がる服 五O
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なたと水金たで かす水す i
い。いをがといでつ。あ o ~ 
よそうっかきつもて大そお
うれこくかのて、あきびも
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しらをのた工ら休んな中やヒ
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J

至
っ
た
そ
の
昇
進
に
は
目
を
見
張
る
o

切

っ

子

さ

す

が

大

師

範

を

築

く

過

程

は

家

族

〉

円
引
っ
つ
へ
の
影
響
も
大
き
い
。
現
在
宇
和
町
に

J

酢

b

住
む
長
男
の
寿
さ
ん
(
二
四
)
は
池
田

J

(
で
寿
山
を
名
の
る
準
師
範
、
山
梨
県
で
大
円

以
内
F

学
校
在
学
中
で
あ
る
次
男
の
正
次
さ
ん
九

船
出
会
一
一
)
は
池
田
正
山
を
名
の
る
指
南
免
~

池
ぜ
許
を
持
つ
。
ま
た
、
東
京
に
住
む
長
女
~

配
削
す
の
美
保
さ
ん
合
一
六
)
は
合
奏
に
欠
か
%

に
い
で
せ
な
い
お
琴
、
さ
ら
に
妻
の
オ
ツ
ギ
さ
日

色
習
と
ん
(
五
六
)
も
三
弦
を
た
し
な
ま
れ
る
〆

音

を

と

目

D
L
コ

と

い

う

e

正
月
な
ど
顔
が
そ
ろ
え
ば
三
M

r
u
v
'
'
'
"
1

・

議
問
山
曲
合
奏
(
尺
八
、
琴
、
三
弦
の
合
奏
)

-

自
制
!
〈
が
楽
し
め
る
そ
う
で
あ
り
、
乙
の
日
を

r

楽

し

み

に

さ

れ

て

い

る

。

一

1

9

P

竹
の
ど
と
き
心
鳴
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
指
使
い
「
多
い
と
き
に
は
二
十
人
く
ら
い
の
一

J
4
e
も
て
、
仁
、
義
、
息
使
い
、
あ
ご
使
い
の
三
つ
が
う
ま
く
方
が
尺
八
を
習
い
に
通
っ
て
い
ま
し
た
~

る

礼

、

智

、

信

の

五

礼

相

ま

っ

て

初

め

て

こ

な

せ

る
L

。

〉
続
か
ず
、
今
は
一
人
も
習
(

究

を

堅

く

に

ぎ

り

L
め
「
尺
八
は
男
ら
し
い
趣
味
だ
、
ゃ
っ
う
人
は
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
乙
と
?
も
、

あ
除
百
円

MHt門
口

日

目

ド

竹

内

明

日

開

立

伺

え

る

よ

う

に

、

町

内

に

は

池

田

γ~

¢

J
Y
う
な
り
u

と

書

か

か

け

だ

と

い

う

。

を

除

い

て

は

本

格

的

に

尺

八

を

た

し

な

ハ

均
部
V
れ

t
明
け
軸
冶
説
明
尺
八
も
ま
た
真
を
極
め
る
道
。
む
人
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ハ

4
4
ー
し
な
が
ら
一
乙

1

「
根
気
が
い
り
ま
す
か
ら
ネ
:
・
」
と
九

-

j

昭

和

七

年

十

二

月

二

十

一

歳

の

と

き

・

が

上

回

流

尺

八

道

の

語

る

池

田

さ

ん

。

~

真

説

ド

を

も

っ

無

識

的

蕃

色

す

で

に

五

百

曲

h
白
日
ぷ
間
口
…

百

一

絞

れ

取

れ

献

臨

池

田

鳴

憧

さ

ん

(

鑓

)

れ

抗

野

一

一

計

一

一

日

開

uu

…

の

境

を

さ

ま

よ

う

ょ

に

な

っ

た

乙

と

。

う
な
音
色
を
誘
い
、
無
我
の
境
に
は
い
か
ら
本
格
的
に
始
め
、
い
ら
い
八
年
八
今
、
池
田
さ
ん
の
家
庭
は
ミ
カ
ン
の
(

る
神
秘
的
で
し
か
も
男
性
的
な
魅
力
が
月
に
初
伝
、
九
年
三
月
に
中
伝
、
周
年
五
取
り
入
れ
で
忙
し
い
、
が
、
尺
八
を
愛
凡

・
:
」
と
。
池
田
鳴
憧
(
雅
号
)
さ
ん
こ
月
に
奥
伝
を
終
了
、
さ
ら
に
周
年
十
一
し
尺
八
に
人
生
の
喜
び
を
見
る
池
田
鳴
~

と
池
田
正
史
さ
ん
は
、
す
で
に
四
十
三
月
に
皆
伝
免
許
、
十
一
年
二
月
に
指
南
憧
大
師
範
は
蝦
さ
え
あ
れ
ば
家
庭
に
お
}

年
に
上
回
哨
尺
八
道
最
高
位
「
臥
龍
斉
免
許
、
そ
し
て
、
十
二
年
七
月
に
ま
準
い
て
は
尺
八
を
手
に
部
屋
に
こ
も
る
@
〉

大

師

範

」

一

方

、

各

種

催

し

へ

の

応

待

に

も

忙

し

r

師

範

、

十

六

年

六

月

に

師

範

へ

と

昇

進

当

同

町

内

に

こ

ん

な

名

人

が

い

た

の

か

と

し

松

山

、

高

知

、

別

府

を

中

心

に

開

〆

乙
の
人
に
近
づ
い
て
み
て
初
め
て
思
う
一
途
。
そ
の
後
戦
争
で
し
ば
し
道
を
断
か
れ
る
大
き
な
演
奏
会
で
も
池
田
大
師
(

鳴
憧
大
師
範
に
吹
奏
さ
れ
た
曲
は
も
早
た
れ
た
が
、
終
戦
と
と
も
に
再
び
こ
の
範
は
常
に
首
席
に
座
を
見
る
@
〈

五
百
曲
以
上
と
い
う
。
さ
す
が
己
そ
の
道
を
極
め
、
つ
コ
と
三
十
L
年

十

こ

h

-

L

l

j

月
l

「
主
人
の
生
き
が
い
で
す
か
ら
:
・
」

p

t
ι
I
J
1時

ι鳴
く
人
同
心

f
fり
せ
は
大
師
範
に
至
っ
た
、
が
、
さ
ら
に
道
は
と
話
す
奥
さ
ん
の
表
情
に
も
、
あ
の
尺
ん

な
い
c

脅
か
に
深
く
限
り
な
い
心
と
極
め
ら
れ
昭
和
四
十
三
年
六
月
、
大
師
八
の
音
色
の
よ
う
に
静
か
な
限
り
な
い
~

一
日
付
制
札
山
山
し
体
に
心
に
ど
こ
ま
て
範
中
の
大
師
範
「
臥
龍
斉
大
師
範
」
に
心
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
一

「
お
琴
や
三
弦
の
よ
う
に
は
じ
け
ば

1
i
l
i
d
-
-
;
2
官。

i
@
3
1
j
-
i・2固
}
-
}
a
}
}
-
j・1
2
1
J
-
j
-
h

事量彊璽富盛主聖霊麓露盤醤彊歯車邑

-'1-

電璽盤蜜語富島

水
道
課
長
に
真
鍋

町
職
員
一
部
異
動

町
で
は
、
乙
の
十
一
月
一
日
付
で
若

干
の
町
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

異
動
の
内
容
は
次
の
通
り
。

商
工
課
長
で
あ
ゥ
た
二
宮
一
雄
を
開

発
課
主
幹
に
、
水
道
課
長
で
あ
っ
た
坂

井
弥
八
郎
を
商
工
課
長
に
、
水
道
課
長

補
佐
で
あ
っ
た
真
鍋
典
秋
を
同
課
長
に

二
七
三
三
二
百
ぽ
J
2
1
4
寸

緩

畏

昇

格

、

さ

に
…
総
繋
一
二
三
一
総
綴
纏
課
ら
に
同
課

麗
~
Jミ
緩

間

一

暗

主

事

で

あ

仔

i
J三
三

年

っ

た

大

野

島

;
E
Y真
智

を

同

課

:

長

会

長

補

佐

に

昇
格
。
こ
の
ほ
か
開
発
課
の
久
保
田
健

市
書
記
を
文
書
広
報
課
へ
、
商
工
課
の

城
戸
茂
利
書
記
補
を
住
民
課
へ
配
置
し

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

彰
卒
業
中
小

生

田

俊

道

大」

ん

福山り里長
Iー…ー…ー…一…寸社市ぷ親年櫛

!大民亨とに生
町内車鞠所有状況 i会会ヱしわの
..._..._.._......... Iの館占てた生

I (50.11.1現在) !席で召功り回
i上開で績里俊i襲轟四輪車 d 弘 i、かもが子道

望吾妻艶竪 1.4世帯10台 d 季、 z愛れ、あのさ
一一 5.1人1C1台 宅ども三;媛た八つ養ん

個 目県愛ハた育(
j主哲 二輪車 !知媛23ζIC五
選麓繕韓 3.4世帯lζ1台 i事県白とあ七
i哲彦騨鞠 11.8人10台 iか社円にた)
Lー-XH-MM・-…一…ー…Jら会松よりは

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小

西

豊

己

さ

ん

豊
茂
の
小
西
豊
己
さ
ん
(
七
七
@
豊

茂
公
民
館
長
)
は
、
へ
き
地
教
育
の
振

興
に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ

る
十
月
十
四
日
に
今
治
市
美
須
賀
小
学

校
で
開
か
れ
た
愛
媛
県
へ
き
地
教
育
研

究
大
会
の
席
上
、
愛
媛
県
へ
き
地
教
育

振
興
会
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た

戒
川
明
治
青
年
会

戒
川
老
人
ク
ラ
ブ
明
治
青
年
会
は
、

年
間
事
業
な
ど
が
計
画
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
と
く
に
環
境
美
化
活
動

や
定
期
的
墓
参
な
ど
を
積
極
的
に
行

う
な
ど
、
そ
の
活
動
ぶ
り
は
他
の
模
範

で
あ
る
乙
と
に
よ
り
、
さ
る
十
月
三
十

日
、
松
山
市
民
会
館
で
関
か
れ
た
愛
媛

県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の
席
上
、
愛
媛
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

武
智
へ

ノレ

ノf

社
会
福
祉
協
議
会
の
武
智
久
子
ホ
ー

ム
ヘ
ル
バ

l
(
五
七
@
長
浜
)
は
、
長

年
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
の
職
務
に

勤
め
た
功
績
に
よ
り
、
さ
る
十
月
二
十

七
、
八
の
両
日
、
松
山
市
民
会
館
で
関
か

れ
た
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
会
の
席
上
、

愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
感
謝

状
を
受
け
ま
し
た
@

宇

都

宮

寛

さ

ん

町
役
場
住
民
係
長
で
あ
っ
た
宇
都
宮

寛
さ
ん
は
、
戸
籍
事
務
に
永
年
勤
続
、

功
労
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ
る
十

月
二
十
九
日
に
東
京
都
世
田
谷
区
民
会

館
で
関
か
れ
た
全
国
連
合
戸
籍
事
務
協

議
会
総
会
の
席
上
、
同
会
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
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|年賀状は12月15日からli

A
V
:
師
走
(
し
わ
す
)
は

と
て
も
忙
し
い
。
郵
便
局
も

テ
シ
テ
コ
舞
い
で
す
。

年
末
小
包
は
ロ
月
訪
日
ま

で
に
。年
賀
状
は
ロ
月
日
日
か
ら

引
き
受
け
ま
す
が
、
訪
日
以

降
で
き
る
だ
け
早
く
お
出
し

く
だ
さ
い
。

書こ「九契れ最つの を生険す最金にの
のと保千約ま高たー申お命 l乙。もがと月。
発に険円です五年年告出保加筒関戻つで
行な料を年。万間間をし険入易心るです十
はっ払越間乙円保のさく料さ保のかは。二
、て込え払のま険所れだ控れ険あ追年サ月
筒 l'証る込場で料得まさ除てなる徴末ラは
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保み書の険ー控よらと。申る生これ整!末
険す'-IC料つ除つ支、 告方命ろるでマ調
の。をつがのさで払そ 書は保でか税ン整
場乙添(
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y.土
中口

婚
10円長浜町投用届出分(敬称略)

今月のトップは
村上急・孝子さんのカップル

7
「
須
沢

「
¥
戸
大
洲
市

谷
本
尚
光
(
二
八
)

青
野
登
美
子
会
一
三
〉

曽
我
部
利
雄
(
二
七
)

徳
永
和
代
〈
二
四
〉

直
霊
(
二
八
)

和
子
(
二
三
)

小三
谷清

橋徳;
本田

喜
寿
(
二
七
)

由
美
三
一
六
)

秀
男
(
一
一
九
)

康
子
(
二
八
)

住
所
氏
名
婚
姻
届
時
年
齢

ア

「

愛

知

県

村

上

亀

(

三

C
)

「
¥
戸
沖
浦
浜
江
孝
子
(
二
七
〉

?
「
豊
茂
宇
都
宮
芳
文
会
一
六
)

〈
由
主
茂
菊
岡
利
富
山
(
二
二
)

?

「

柴

福

原

茂

行

(

二

四

)

〈
戸
白
滝
平
田
三
枝
子
(
二
五
)

フ
「
沖
浦
和
左
田
博
文
(
二
五
)

ぐ
戸
下
須
戒
神
山
明
美
会
三
一
)

y

A寸
坊

高

岡

利

久

(

二

九

)

i

戸
内
子
町
大
野
由
美
(
二

O
)

お
誕
1日生司

員お
出清司
分習ず

(で
警生
雪つ
11 

住

所
仁

久
長

浜

長

浜

長

浜
黒

田

黒

田

櫛

生

櫛

生

出

海
下
須
戒

保
護
者
氏
名

郷

内

啓

司

田

淵

頼

彦

米

田

敏

昭

大

野

泰

俊

田

淵

猛

二

神

孝

山

本

薫

政
所
憲
一

小

西

甫

明

松

野

末

章

長三長三二長長長二長続
女男女男女女女男男男柄

パ
/
「
長
浜

¥
戸
西
条
市

?

由

主

茂

「
、
戸
長
浜

ヘ
/
「
白
滝

r
p宇
和
町

J

「
今
坊

に
戸
大
洲
市

笑智理晃智千陽昌知啓児
子也絵央子鶴子弘昭治名

住

所

長

浜

長

浜
長

浜
長

浜

青

島
沖

浦

櫛

生

櫛

生

出

海
上
老
松

豊

茂

白

滝

白

滝柴

渡谷
部岡

お
く
や
み

間
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

名

死

亡

時

年

齢

玉
井
音
五
郎
(
六
九
)

大
山
サ
カ
ヱ
(
八
二

片
岡
一
雄
(
八
一
)

稲
田
武
雄
(
五
八
)

梶
本
政
治
郎
(
六
五
)

宮
川
春
子
(
七
二
一
〉

西
尾
ヲ
シ
ノ
(
七

O
)

山
路
，
雫
夫
(
七
六
)

木
村
元
道
(
二
ニ
)

上

回

吉

広

(

四

)

松
田
嘉
頭
男
(
七
一
)

岩
竹
ヲ
ミ
チ
(
七
二
)

松
岡
伊
一
郎
(
八
二
)

泉
平
次
郎
(
七
七
)

「今年も暮れるJこの実感が最近

は非常に薄れてきたのではなかろ

うか。昔は経済生活においても盆

暮れの二大節期l乙しめくくりがつ

けられ、とくに暮は大節期として

除夜の鐘が鳴り始めるまでに総決

算、借銭なしの年越しをすること

が上上吉のおらが春を迎えること

であった&日本人の経済は四季の

変化がはげしくかっ明瞭であった

がために発達したといわれる。着

物一つをとっても年中裸で暮らす

南洋の土人たちには作る必要がな

い。四季折々に温度の変化の著し

いわが国では夏着冬着合着、それ

に仕事着普段着よそ行き礼服と重

なれば一人で何十種類かの衣類を

整えねばならぬ。それはすべて生

産によってまかなわねばならぬ&

夏は冷しそうめんに冷ヤッコ、冬

は温かい雑炊や鍋物、それに四季

折々の変化に富んだ野菜山菜鳥獣

魚介類が食膳を賑わす。自然がか

くのごとくであるから民情風俗単

調に陥るわけがない&それが近ご

ろどうも怪しくなってきたふしが

ある。格別苦lとならない大晦目、

年中変わり映えのしないインスタ

ント食品、冷暖房完備で一着の着

物でも格別不自由は感じなくな

る。養殖だヒ守ニーjレハウスだと何

がどの季節の食べ物やらわからぬ

子供や若者も多くなったのではな

かろうか。せめて暮と正月、日本

民族の発展起原として、それらし

く暮らしてみようではないか。

編

集

後

記

こ
と
し
も
い
よ
い
よ
最
後
の
月
。

十
二
月
の
乙
よ
み
を
み
ま
す
と
、
神

事
、
仏
事
、
農
事
に
つ
い
て
、
日
ご
と

に
「
納
め
の
:a
」
な
に
な
に
と
い
っ
た

文
字
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
は
く
ら
し

の
上
で
一
年
の
け
じ
め
を
つ
け
て
き
た

先
祖
の
い
と
な
み
だ
っ
た
こ
と
の
し
る

し
で
す
。

官
庁
の
ご
用
納
め
も
通
例
で
は
二
十

八
日
、
私
た
ち
の
生
活
感
覚
か
ら
は
や

は
り
一
年
の
し
め
く
く
り
。

さ
て
、
乙
と
し
最
後
の
本
紙
、
読
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
か
。
最
後
あ
れ
ば

最
初
あ
り
、
次
号
は
明
け
て
五
十
一
年

一
月
号
。
「
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
」
と
心
新
た
に
祈
る
心
は
共
通
の
も

の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
「
今

年
こ
そ
は
」
と
の
豊
富
も
。
次
号
で
は

「
私
の
同
年
」
と
題
し
て
幾
人
か
の
方

に
新
春
の
心
意
気
を
伺
い
紹
介
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
い
お

年
を
E

・・。

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう。
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